
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３６号 ２０２３年７月２０日 

発行：特定非営利活動法人ＰＡＣガーディアンズ 

ＰＡＣガーディアンズの更なる発展を期待して 
             小川裕二 
この度、理事を退任することになりました。 

長い間ご支援ありがとうございました。 

 ＰＡＣガーディアンズ（以下、ＰＡＣと略）に

おける障害者福祉の勉強会に参加させていただ

き、法人となった時には、理事の一人として活動

させていただきました。それから 20 年弱、生き

がいを感じながら多くの方々とお付き合いできた

のは、私の財産かなと思います。 

 法人設立時のＰＡＣの 2 枚看板は、コミュニテ

ィーフレンド活動と、成年後見活動でした。コミ

ュニティーフレンド活動は縮小しておりますが、

障害者との関わり合いの基本は、この活動にある

と思っています。今、中身の見直しをしながらも、

同様の活動が再出発出来たらいいなあと考えてい

ます。 

 成年後見活動は、障害者の権利を守るための活

動の一つとして、法人後見の体制づくりから取り

組ませていただきました。当初は、専門家委員会

が中心に、成年後見支援センターができてからは、

同センターが中心になって活動してきました。 

ＰＡＣにおける成年後見のあり方は、 

本人のための、本人が幸せになれるた 

めの後見活動であることを第一と考え 

ました。そのためには、本人に会うこと、本人と

話をすること、パターナリズムに陥らないことが

重要かと思います。当初は自己決定の尊重、今は

意思決定支援という言葉が使われておりますが、

財産を守るだけではなく上手に使うこと、中身の

ある諸契約とその実践のためにも、本人とのコミ

ュニケーションをこれからも大事にしていただき

たいと思います。 

最後になりましたが、新しく副理事長になりま

した野口友子センター長、そして和田亜希子事務

局長の応援も宜しくお願いします。 

私とＰＡＣガーディアンズ 
滑川里美 

皆さまは、「障害のある人もない人も共に暮 

らしやすい千葉県づくり条例」をご存知ですか。 

２００６年に千葉県が全国初の障害者差別をな

くすための条例を制定しました。この条例は障害

のある方やご家族の奮闘と熱意が反対する県議会

議員の心を動かし全員一致で千葉県議会で可決さ

れました。この運動に尽力された方々の集まりが

「PAC(Protection and Advocacy Chiba)」で

した。 

私は２００７年、条例の施行に伴って条例を運

用するための任期付き県職員に採用され、PAC で

活躍されていた千葉県内の育成会の方々を通して

「PAC ガーディアンズ（以下、「PACG」という。）」

に出会い、本人の権利擁護支援を中心とした成年

後見活動の理念に共感し、私も PACG の一員に加

わりました。 

PACG は、法人後見を担う「成年後見支援セン

ター（以下、「センター」という。）」と権利擁護支

援に関する調査研究を行う「調査研究チーム（通

称：PAC 女子会）」が車の両輪として活動をして

います。理事会では、センターの後見等業務に対し

て県内の育成会や親の会の方たちが確認をしてき

ました。法人後見を受任する団体として、バランス

のとれた支援をしていくためにはご本人の声のみ

でなく、親の思いを知ることは必要なことだと私

は思います。理事会、PACG 通信、定例勉強会を

通して皆さまの架け橋になれたらと２０１９年度

から事務局長を務めてまいりました。 

PACG は設立１８年。私の後任の事務局長は、

PACG が開催した成年後見人候補者養成講座を受

講し、法人後見事務執行者として活動する中で法

人職員となり、センター業務の事務を支えてきた

方です。障害のある方にとって長い人生の伴走が

出来るように人材を育成し、理念を引き継ぐこと

が法人後見受任団体の使命だと思います。 

５月２９日の通常総会にて新たな役員体制が承認されました。退任された方々

に心よりのお礼と感謝の意を申し上げます。そして、要となる役割を果たしてく

ださいましたおふたりから、寄稿していただきました。どうぞお読みください。 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成年後見支援センターだより 

① 法人後見受任状況（令和５年６月末現在） 船橋市内９２件 船橋市外３２件 

 

 

 

 

 

② 成年後見人候補者養成講座の案内  ：  

令和５年９月２３日（土）２４日（日） 

船橋市勤労市民センターにて行います。ご希望の方は事務局までお問い合わせ下さい。 

 

 

 

 後見類型 保佐類型 補助類型 計 

船橋市内 ２９人 ５６人  ７人  ９２人 

船橋市外  ９人 ２０人  ３人  ３２人 

計 ３８人 ７６人 １０人 １２４人 

発 行： 特定非営利活動法人ＰＡＣ（ぱっく）ガーディアンズ 理事長 名川 勝  

事務局： 〒273-0005 船橋市本町 6-3-16レックスマンション602 号室   ホームページ https://pacg.jp/ 

tel 047-407-4441  fax 047-407-4860 メール info@pacg.jp  後見・権利擁護関係のご相談お受けします 

内訳：知的障害   ７２件 

   精神障害   ４３件 

   高次脳機能障害 ５件 

   高齢者     ４件 

 

～
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
姿
に 

力
を
も
ら
っ
て
～ 

こ
の
た
び
、
事
務
局
長
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
私
が
後
見
に
関
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
当
時
関
わ
っ
て
い
た
方
か
ら
「
後
見
人
も
や

っ
て
い
る
の
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
、
こ
の
方
は
ご

自
分
の
先
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
だ
と
感
じ
、
ど

う
し
た
ら
お
役
に
立
て
る
の
か
と
考
え
た
こ
と
で

す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
ズ
の

成
年
後
見
人
養
成
講
座
の
案
内
を
見
つ
け
参
加
し
、

事
務
執
行
者
と
な
り
、
法
人
職
員
と
な
っ
て
、
６
年

間
従
事
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

法
人
と
し
て
の
受
任
件
数
も
年
々
増
加
し
、
日
々

の
業
務
を
こ
な
す
の
に
い
っ
ぱ
い
の
と
き
も
あ
り

ま
す
が
、
本
人
と
会
い
、
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ

る
よ
う
に
関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
す
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
間
を
持
つ
こ
と

で
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
本
人
の
希
望
が
聞
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
先
日
、
面
会
の
際
に
、
ピ
ア
ノ
を

弾
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
方
が
い
て
、
よ
く
よ

く
お
話
を
聞
く
と
、
カ
ラ
オ
ケ
好
き
な
の
で
音
楽
に

合
わ
せ
て
指
で
ポ
ロ
ン
ポ
ロ
ン
弾
き
た
い
と
の
こ

と
。
ご
厚
意
で
キ
ー
ボ
ー
ド
を
手
配
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
方
の
真
剣
な
眼
差
し
で
奏
で
る
姿
に
触
れ

て
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る

姿
勢
に
私
も
勇
気
を
貰
い
ま
し
た
。 

 

引
き
継
い
だ
重
大
な
任
務
は
、
前
任 

者
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
大
切
に
、
当
法 

人
が
権
利
擁
護
の
理
念
の
も
と
ど
の
よ 

う
な
役
割
を
担
っ
て
い
け
る
の
か
、
皆
様 

と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

至
ら
な
い
点
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
指
導

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

理
事 

山
本
茂
（障
害
児
者
の
将
来
を
守
る
父
の
樹
会
） 

親
に
と
っ
て
何
が
気
掛
か
り
か
と
い
う
と
、
我
が
子 

の
行
く
末
と
幸
せ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
親
亡
き
後
、 

我
が
子
が
辛
い
・
悲
し
い
思
い
を
せ
ず
に
笑
顔
で
健
康 

に
暮
ら
せ
る
か
、
時
に
は
友
達
と
旅
行
し
新
た
な
感
動 

を
得
て
い
る
か
、
な
ど
気
掛
か
り
の
種
は
尽
き
ま
せ
ん. . 

さ
て
、
親
亡
き
後
に
期
待
し
て
い
る
制
度
の
ひ
と
つ 

に
「
成
年
後
見
制
度
」
が
あ
り
、
そ
の
役
割
は
、
被
後 

見
人
の
身
上
保
護
と
財
産
管
理
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

こ
の
制
度
を
親
の
立
場
か
ら
俯
瞰
し
て
み
ま
す
と
、

や
や
も
す
る
と
財
産
管
理
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
結
果
、
前
述
の
気
掛
か

り
の
種
を
解
消
で
き
る
の
か
、
不
安
が
残
り
ま
す
。 

親
は
、
日
常
生
活
に
直
結
す
る
身
上
保
護
に
重
き
を
置
い
て
お 

り
、
後
見
人
に
は
そ
こ
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

 

ま
た
、
親
は
成
年
後
見
人
や
後
見
監
督
人
の
報
酬
の
た
め
に

財
産
を
残
す
わ
け
で
は
な
く
、
我
が
子(

被
後
見
人
）
の
幸
福
の

た
め
、
必
要
な
時
に
惜
し
む
こ
と
な
く
使
っ
て
欲
し
い
の
で
す

。
極
端
な
話
、
葬
儀
代
等
を
残
せ
ば
充
分
で
、
生
存
中
に
財
産

を
使
い
切
っ
て
も
良
い
の
で
は
、
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
は
、
裁
判
所
が
決
め
る
成
年
後
見
人
よ
り
も
、
子
と

共
に
多
く
の
時
間
を
共
有
し
て
十
分
に
理
解
し
て
く
れ
て
い
る

学
校
の
先
生
や
施
設
の
職
員
の
方
に
、
子
の
将
来
の
権
利
擁
護

を
託
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
親
も
お
ら
れ
る
と
、
感
じ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
制
度
的
に
認
め
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、 

｢

成
年
後
見
制
度｣

の
重
要
性
を
認
識
し
つ
つ
も
、
今
後
は
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
や
別
の
手
法
で
対
応
で
き
な
い
か
模
索
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
制
度
や
第
三
者
に
頼
ら
ず
、
親
自
身
が 

肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
健
康
を
保
ち
、
一
日
で
も 

長
く
我
が
子
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
れ
が 

一
番
だ
、
と
痛
感
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

 

就任のごあいさつ 事務局長 和田亜希子 

 💛 リレートーク 💛  

https://pacg.jp/
mailto:info@pacg.jp

